
次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく 

社会福祉法人ケア２１行動計画 
 

 職員の仕事と生活の調和が図られ、働きやすく、職員の能力が十分に発揮しやすい

雇用環境を整備するため、次のとおり行動計画を策定する。 

 

１ 計画期間 令和８年１０月１日から令和１１年９月３０日までの３年間 

 

２ 内  容 

目標:１ 育児・介護休業に関する諸制度の周知や情報提供を行う。 

  ＜対策＞ 

 ・令和８年１０月１日～ 育児・介護休業や短時間勤務・看護等休暇などを取得し

やすい環境整備を推進するため、「仕事と育児・介護の

両立支援」をテーマとした研修を実施する。 

 ・令和９年１０月１日～ 全職員に対して、制度利用を理由としたハラスメント防

止のための研修を実施する。 

  

目標:２ 男性の育児休業又は子の看護等休暇の取得者を１人以上とする。 

  ＜対策＞ 

 ・令和８年１０月１日～ 育児休業及び子の看護等休暇の取得促進のためのパンフ

レットを作成し配付する。 

 ・令和９年１０月１日～ 全職員に対して、制度の内容を周知し、取得しやすい職

場環境を構築する。 

  

目標:３ 年次有給休暇の取得日数を１人当たり平均年間１０日以上とする。 

  ＜対策＞ 

 ・令和８年１０月１日～ 職員の年休取得状況を把握し、経営運営会議及び各部署

の会議で実態を報告する。 

               全職員に対して、意識改革を促し、計画的な年休取得を

勧める。 

 ・令和９年７月１日～  ７月から９月までの夏季期間を年休消化月間と定めて、

職員の年休取得を促す。 

 

 

 



 

 

 

 目標:４ 管理監督職（総括主任以上）の女性比率を５０％以上で維持する。 

  ＜対策＞ 

 ・令和８年１０月１日～ 女性管理職の育成を目的とした研修プログラムの作成に

取り組む。 

 ・令和９年１０月１日～ 職員のキャリアアップへの意識啓発を目的とした研修プ

ログラムを作成し、特に５年以上勤務する職員を中心に

研修を実施する。 

 ・令和１０年４月１日～ 女性活躍推進等に対するダイバーシティマネジメント研

修を実施する。 

    

  ※ダイバーシティマネジメント研修は、年齢、性別、働き方、価値観、国籍、キャリアの違いなどを踏まえて、 

    多様な人材を活かしながら成果を出す管理手法を学ぶ研修です。 （ダイバーシティ=多様性） 

    主に管理職やリーダー層向けとして実施されています。         

 

 目標:５ 女性活躍推進法(努力義務)に基づく情報公表を実施する。 

  ＜対策＞ 

 ・令和８年１０月１日～ 女性活躍推進法において常時雇用労働者数１００人以下

の企業では「努力義務」とされている情報公表に取り組

む。 

 


